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当日の様子 3グループに分かれて着席。利用者 3名，支援者 2名が同席する形となる。それぞれの
入所の時に家族と一緒に撮った写真（若かりし頃）をテーブルに並べる。



































































































































































佛教大学社会福祉学部論集　第 14 号（2018 年 3 月）
― 47 ―
に向けたガイドライン」）。一般的にライフステージは，青年期・中年期・高齢期という期に分
けられている。中年期は，40 歳以上 65 歳未満，高齢期は 65 歳以上である。さらに，高齢期は，
65 歳以上 75 歳未満までの前期高齢者，75 歳以上の後期高齢者に分けられている。
　ところで，介護保険制度では，40 歳以上が被保険者となり，「第 1号被保険者（65 歳以上）」
と「第 2号被保険者（40 歳以上 65 歳未満）」に区分されている。介護保険制度のサービスを
利用できるのは「第 2号被保険者（40 歳以上 65 歳未満）」の場合は，「要介護」・「要支援状態」
が「特定疾病」によって生じた場合である。老化に起因する疾病とされる「特定疾病」は下記

































































〈運動について〉（一般的に 65 歳～ 74 歳の前期高齢期に当たる）























































援の視点を考える』佛教大学社会福祉学部植田章研究室，2015 年 3 月 1 日参照。
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